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研究成果の概要（和文）： 

この研究では、中東欧とラテンアメリカでの民主化やその後の体制転換の過程を比較研究した。

そこでは次の知見が得られた。1) 両地域では民主化後の体制転換での政策や制度形成を比較す

ると、多くの共通の性格が観察された。ただし、2）それぞれの地域内でかなり大きな差があ

り、またその地域内の差異そのものには共通したパターンを見いだすことが出来た。それらは、

各国の政治の中の新自由主義的経済政策を引き込む「プル要因」という変数の差として説明で

きる。 

 
研究成果の概要（英文）： 

In this joint study, we examined democratization and transformation processes, 

comparing the countries of Central and Eastern Europe with Latin America. Our main 

cross-regional findings included: (1) despite differences in political and party systems, 

there were significant commonalities in policies and institution-making; (2) although 

differences among countries in each region seem not minor, there was a discernible 

similar pattern of political variance within both regions. These effects can be explained 

by the variable “pull factors” of neoliberal economic policy embedded in the political 

party system of each country.  
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１． 研究開始当初の背景 

 

ラテンアメリカと中東欧での権威主義体制
(ラテンアメリカの場合はいわゆる権威主義
体制、中東欧の場合は社会主義体制)の崩壊か
ら一定の時間が経過し、またその間に両地域
の民主化等についての比較研究も出ている
が、実証分析が不十分なままにとどまってい
た。中東欧に関する研究は、すでに本研究参
加者たちによって着手されていたので、それ
にラテンアメリカ研究者を加えた地域間比
較が可能であるという見通しのもとで、両地
域を専門とする地域研究者による具体的な
事例に基づく、より実証的な比較研究を行う
こととした。また、わが国に限れば、体系的
な地域間比較という試みはきわめて少なく、
その欠落を埋める試みでもあった。 

 

２． 研究の目的 

 

ラテンアメリカ諸国および中東欧諸国を主
たる対象として、これらの諸国における非民
主主義体制から民主主義体制への移行(ある
いは転換)の過程、およびその帰結について、
比較政治学の立場から多面的な地域間比較
を行う。その場合には、既存の理論研究を意
識しつつ、現地の事情に精通した地域研究者
による具体的な事例研究に基づく比較を目
指した。その意味においては、地域研究と理
論研究を架橋することも目的とされた。 

 

３．研究の方法 

 
設定したいくつかのイッシュー（社会政策、
新自由主義、市民社会組織等）について、当
該両地域の専門家による比較分析を主たる
内容とする研究会を重ね、またそれに沿って
それぞれの専門地域についての現地調査を
並行して進めた。また、本研究の参加者以外
の専門家を研究会に招き、検討対象となる事
例の範囲を広げる努力を行った。それらの事
例を成果を比較政治学的な理論の視角から
総合的に分析する作業を進めた。 
 
４．研究成果 
 
(1)研究対象とした両地域における民主化や
その後の体制転換の過程は基本的には共通
の性格を持つ。 
 
(2)しかし、その受容の程度や具体的現れ方
にはそれぞれの地域内で同様な相違が観察
された。 
 
 
(3)その差を生み出す要因としては、例えば、
各国の政党政治のネオリベラリズムを引き

込む「プル要因」の差として説明できること、
具体的には政党政治の中に組み込まれたネ
オリベラリズムの位置やその争点化の形の
違いが重要であることが確認された。 
 
(4)さらに、ネオリベラリズムをめぐる争点
は各国の政党政治の形や安定度に大きな影
響力を持っていたことなども確認された。 
 
(5)なお、この共同研究の成果のひとつとし
て、村上勇介・仙石学編『ネオリベラリズム
の実践現場─中東欧・ロシアとラテンアメリ
カ─』京都大学出版会, 2013 が出版された。 
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